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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成26年8月14日(2014.8.14)

【公表番号】特表2013-533811(P2013-533811A)
【公表日】平成25年8月29日(2013.8.29)
【年通号数】公開・登録公報2013-046
【出願番号】特願2013-518736(P2013-518736)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｄ  61/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｄ  61/12    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月27日(2014.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レシプロ鋸刃本体と、前記レシプロ鋸刃本体に沿って延びる切断縁辺と、を含むレシプ
ロ鋸刃において、
　前記切断縁辺は、ピッチが約１０ＴＰＩ以下の連続する２つの歯を含む歯の繰り返しパ
ターンを含み、前記連続する２つの歯は高歯と、前記高歯と比べて比較的低い低歯を含み
、前記高歯の各々は、約２３°～約２８°の範囲内の比較的浅い第一の逃げ角を規定する
第一の逃げ面と、第一の逃げ面と比べて比較的急峻な第二の逃げ角を規定する第二の逃げ
面を含み、前記低歯の各々は、比較的浅い第一の逃げ角を規定する第一の逃げ面と、前記
第一の逃げ面と比較して比較的急峻な第二の逃げ角を規定する第二の逃げ面を含み、前記
高歯の前記第一の逃げ角は前記低歯の前記第一の逃げ角より急峻であることを特徴とする
レシプロ鋸刃。
【請求項２】
　請求項１に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記高歯の前記第二の逃げ角が約３８°～約４５°の範囲内であり、前記低歯の前記第
二の逃げ角が約４０°～約５０°の範囲内であることを特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項３】
　請求項２に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記低歯の前記第二の逃げ角が、前記高歯の前記第二の逃げ角より急峻であることを特
徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項４】
　請求項１に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記低歯の前記第一の逃げ角が約１９°～約２３°の範囲内であることを特徴とするレ
シプロ鋸刃。
【請求項５】
　請求項４に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記高歯の前記第二の逃げ角が約４０°であり、前記低歯の前記第二の逃げ角が約４５
°であることを特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項６】
　請求項１に記載のレシプロ鋸刃において、
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　前記歯のピッチが約６ＴＰＩであることを特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項７】
　請求項１に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記歯の繰り返しパターンが、第一のあさり方向にあさりが付けられた少なくとも１つ
の第一のあさり付歯と、前記第一のあさり方向とは異なる第二のあさり方向にあさりが付
けられた少なくとも１つの第二のあさり付歯を含む、複数のあさり付歯を含むことを特徴
とするレシプロ鋸刃。
【請求項８】
　請求項７に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記歯の繰り返しパターンが、第一の比較的小さいあさり量だけあさりが付けられた少
なくとも１つの第一の比較的小さいあさり量のあさり付歯と、第一の比較的大きいあさり
量だけあさりが付けられ少なくとも１つの第一の比較的大きいあさり量のあさり付歯と、
第二の比較的小さいあさり量だけあさりが付けられた少なくとも１つの第二の比較的小さ
いあさり量のあさり付歯と、第二の比較的大きいあさり量だけあさりが付けられた少なく
とも１つの第二の比較的大きいあさり量のあさり付歯と、を含むことを特徴とするレシプ
ロ鋸刃。
【請求項９】
　請求項７に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記歯の繰り返しパターンが少なくとも１つの中立の歯を含むことを特徴とするレシプ
ロ鋸刃。
【請求項１０】
　請求項９に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記歯の繰り返しパターンは、先頭の中立の歯と、前記先頭の中立の歯に続く第一のあ
さり付歯と、前記第一のあさり付歯に続く第二の中立の歯と、前記第二の中立の歯に続く
第二のあさり付歯と、を含むことを特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記中立の歯は高歯であり、前記第一と第二のあさり付歯は低歯であることを特徴とす
るレシプロ鋸刃。
【請求項１２】
　レシプロ鋸刃本体と、前記レシプロ鋸刃本体に沿って延びる切断縁辺と、を含むレシプ
ロ鋸刃において、
　前記切断縁辺は、ピッチが約１０ＴＰＩ以下の連続する２つの歯を含む歯の繰り返しパ
ターンを含み、前記連続する２つの歯は高歯と、前記高歯と比べて比較的低い低歯を含み
、前記高歯の各々は、苛酷な切断作業中の前記鋸刃の寿命を延ばすための第一の手段と、
前記高歯にじん性を付与するための第二の手段を含み、前記低歯の各々は、約１７°～約
２５°の範囲内の比較的浅い第一の逃げ角を規定する第一の逃げ面と、約４０°～約５０
°の範囲内の、前記第一の逃げ面と比べて比較的急峻な第二の逃げ角を規定する第二の逃
げ面を含むことを特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記第一の手段は、前記低歯の前記第一の逃げ角より急峻な、比較的浅い第一の逃げ角
を規定する第一の逃げ面であり、前記第二の手段は、約３８°～約４５°の範囲内の、前
記第一の逃げ面と比べて比較的急峻な第二の逃げ角を規定定する第二の逃げ面であること
を特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記高歯の前記第一の逃げ角は約２３°～約２８°の範囲内であることを特徴とするレ
シプロ鋸刃。
【請求項１５】
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　請求項１４に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記高歯の前記第一の逃げ角は約２５°～約２７°の範囲内であり、前記低歯の前記第
一の逃げ角は約１９°～約２３°の範囲内であり、前記高歯の前記第二の逃げ角は約４０
°であり、前記低歯の前記第二の逃げ角が約４５°であることを特徴とするレシプロ鋸刃
。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のレシプロ鋸刃において、
　前記高歯はあさり付でも中立でもよく、前記低歯はあさり付であることを特徴とするレ
シプロ鋸刃。
【請求項１７】
　レシプロ鋸刃本体と、前記レシプロ鋸刃本体に沿って延びる切断縁辺と、を含むレシプ
ロ鋸刃において、
　前記鋸刃本体と切断縁辺の厚さは、あさりを付ける前の時点で、約１．２７ｍｍ（約０
．０５インチ）より厚く、歯の繰り返しパターンによって規定される前記切断縁辺は、ピ
ッチが約１０ＴＰＩの連続する２つの歯を含み、前記連続する２つの歯の隣接する集合の
間に他の歯は配置されず、前記連続する２つの歯は高歯と、前記高歯と比べて比較的低い
低歯を含み、各高歯と各低歯は、約２８°またはそれ以下の比較的浅い第一の逃げ角を規
定する第一の逃げ面と、前記第一の逃げ面と比べて比較的急峻な第二の逃げ角を規定する
第二の逃げ面を含み、各高歯の前記第一の逃げ角は、各低歯の前記第一の逃げ角より急峻
であり、各高歯の前記第二の逃げ角は約３８°～約４５°の範囲内であり、各低歯の前記
第二の逃げ角は約４０°～約５０°の範囲内であることを特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のレシプロ鋸刃において、
　各高歯の前記第一の逃げ角が約２３°～約２８°の範囲内であり、各低歯の前記第一の
逃げ角が約１７°～約２５°の範囲内であることを特徴とするレシプロ鋸刃。
【請求項１９】
　請求項１７に記載のレシプロ鋸刃において、
　各高歯の前記第一の逃げ角が約２５°～約２７°の範囲内であり、各低歯の前記第一の
逃げ角が約１９°～約２３°の範囲内であり、各高歯の前記第二の逃げ角が約４０°であ
り、各低い歯の前記第二の逃げ角が約４５°であることを特徴とするレシプロ鋸刃。
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